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Recognition of Residential Workers for the Support to Improve Social Adaptation of  





























































性別は男性 220 名（51.9％），女性 204 名（48.1％），年齢は 20 歳から 78 歳で，平均年齢 36.7 歳
（標準偏差 10.4）であった（以降，標準偏差を SD と記述する）。自閉症に関わった年数は 1 年から 35
年で，平均 7.5 年（SD 6.3）であった。 
 
２．調査期間と調査方法 








佐賀大学大学院学校教育学研究科紀要 第 2 巻 2018 年 
61 
３．調査項目の作成手順 












とも言えない」（3 点），「ある程度気にしている」（4 点），「かなり気にしている」（5 点）までの 5 段










体としての内的一貫性を有するかどうかの検証も行った。なお，統計処理には，IBM SPSS Statistics 
22 を使用した。 
 









































表 1 自閉症児者への社会適応力を高めるための支援に関する質問項目における平均値・標準偏差 
          質問項目             平均値     標準偏差 
１．利用者とコミュニケーションをとること       4.07              .838 
２．相手の表情の意味を理解すること                  4.18              .964 
３．学習したことを生活場面で応用すること              3.77              .817 
４．状況の変化をとらえること                    4.01              .844 
５．利用者の気持ちを推し量ること                  4.15              .877 
６．自分の意思を表現すること                    3.99              .791 
７．レクリエーションを楽しむこと                  3.86       .799 
８．必要な情報を選ぶこと               3.76       .817 
９．自分の気持ちを言葉で表現すること         3.34       1.023 
10．周囲の状況に応じた行動をとること                 3.65              .906 
11．相手の身振りの意味を理解すること                  3.94              .897 
12．職員とコミュニケーションをとること                3.94              .844 
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13．他者と視線を合わせること                     3.05             1.145 
14．周囲の状況を理解すること                    3.68              .892 
15．次の行動を考えること                      3.70              .938 
16．言葉の意味を理解すること                          3.51             1.038 
17．周囲の雰囲気を感じとること                     3.56             1.034 
18．他者と適切な距離をとること                      3.79              .879 
19．周囲に興味・関心を持つこと                   3.50              .930 
20．困ったときに助けを求めること                  4.09              .758 
21．職員の気持ちを推し量ること                     2.97             1.005 
22．自分の気持ちを表情で表現すること                 3.49              .984 
23．相手の問いかけに応じること            3.70       .941 
 
表 2 自閉症児者への社会適応力を高めるための支援に関する質問項目における因子分析結果 
質問項目                          第 1 因子  第 2 因子  第 3 因子 
第 1 因子「周囲と交流する力を養うこと」 
17．周囲の雰囲気を感じとること          .821    .069    -.067 
13．他者と視線を合わせること                      .811        .068       -.265 
21．職員の気持ちを推し量ること                    .809       -.028       -.119 
16．言葉の意味を理解すること                      .805        .052    -.078 
23．相手の問いかけに応じること                   .725       -.049        .013 
14．周囲の状況を理解すること                      .712        .032        .055 
19．周囲に興味・関心を持つこと                   .682       -.075        .143 
10．周囲の状況に応じた行動をとること              .679       -.059        .145 
９．自分の気持ちを言葉で表現すること              .618       -.049        .124 
22．自分の気持ちを表情で表現すること              .558    -.043        .109 
15．次の行動を考えること                          .543        .079        .185 
18．他者と適切な距離をとること                   .480        .021        .201 
第 2 因子「状況を把握する力を養うこと」 
２．相手の表情の意味を理解すること                .010        .906       -.149 
５．利用者の気持ちを推し量ること                 -.060        .691        .053 
４．状況の変化をとらえること                     -.087        .590        .244 
１．利用者とコミュニケーションをとること          .056        .503        .157 
11．相手の身振りの意味を理解すること              .306        .487       -.050 
第 3 因子「自発的に行動する力を養うこと」 
20．困ったときに助けを求めること           .019       -.091        .682 
３．学習したことを生活場面で応用する             -.144        .155        .560 
８．必要な情報を選ぶこと                    .035       -.004        .508 
６．自分の意思を表現すること                .098        .001        .497 





区  分               平方和    自由度    平均平方     F値    
社会適応力を高めるための支援    73.399           2         36.700      170.548* 
被調査者                  348.577         423 
誤 差                    182.048         846           .215 





区  分                 第2因子           第3因子 
第1因子「周囲と交流する力を養うこと」       .574*         .399*              
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